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新しい心理学科のスタート，おめでとうございます。ホームカミングデイには，出席と返事をしてお
きながら，急用で欠席せざるをえなくなり，申しわけありませんでした。
私は，１９６７年４月に，東大の大学院の博士課程修了と同時に，講師として発足して間もない文学部心
理学コースに赴任しました。スタッフは，以前から専修大学におられて文学部発足にもご尽力された重
松先生と，桐朋音楽大学か移られた金城先生，それに東大で助手を務められていた中谷先生と私の４人
で，金城先生は私の学生時代の助手，中谷先生は梅津八三先生が東大で進められていた盲聾唖の子供の
教育を一緒にお手伝いしていた先輩ということで，気心の知れた先生方ばかりで，その後実習助手とし
て赴任された旧姓川井真知子さんも私の数年後輩にあたり，東大心理学科がそのまま移ってきたような
感じでのスタートでした。
私が心理学コースに招かれたのは，性格心理学がご専門の重松先生が性格と脳の活動との関係を解明
したいとのお考えで脳波の研究を重視され，私が大学院時代に脳波をやっていたためでした。ちょうど
その頃，脳波からパワースペクトルを自動的に計算する装置が開発され，是非購入をと重松先生にお願
いして申請したところ，当時の文部省が半額，専修大学が半額を負担するとの条件で申請が通りまし
た。半額といえども一台一千万円はする高価な装置だったので諦めていたところ，重松先生が大学当局
に働きかけて下さったおかげで購入が決まり，専修大学心理学コースは，脳波に関しては当時の日本の
どの大学よりも充実した設備を持つ研究室となりました。そうなると当然研究成果を出すというオブリ
ゲーションが付いてくることになります。まずコースに進学してきた学生全員の脳波をとりあえず記録
することから始めようと，川井さんとせっせと脳波の記録に励みました。学生たちも嫌がらずに協力し
てくれたと記憶しています。夏休みにかなりの数の学生が集まって，泊まり込みで脳波の記録や分析に
励んだこともありました。菓子屋でアルバイトをしている女子学生が，売れ残ったケーキを大量に持参
してくれて，皆で舌鼓を打ったという楽しい想い出もあります。
記録した脳波からパワースペクトルを算出しても，それを性格のどの側面と対応づけるかが決まらな
かったので，私が在籍した８年間は，学会発表などではパワースペクトルのパターンから個人を分類す
る段階で終わらざるを得ませんでした。私が東京大学に移った後は，私以上に脳波に詳しい東城先生が
来て下さったので，脳波の研究は格段に進むことになりました。
８年間の在籍期間に強く印象に残ったことを書かせていただきますと，一つは，４階の窓から見える
風景の変化です。私の赴任当初の６０年代後半は東京都はまだ東知事の時代で，窓から見えるかなりの数
の煙突から，真っ黒とはいわないまでも灰色の煙がもくもくと出ており，空気が汚れていて玉川の先も
見えない状態でした。雨が降った後に急に晴れた時などは，状況がすっかり変わって広々とした世界が
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見えるのにはびっくりしました。東京の遙か彼方にうっすらと山のようなものが見えるので詳しい人に
尋ねたところ，筑波山とのことでした。その後美濃部知事に代わると，規制が始まって煙突からの煙は
出なくなり，窓から見える風景もだんだんと以前の雨上がりの時と同じになっていきました。人間の日
常の生活に与える政治の力の強さをしみじみと感じた次第です。
もう一つは小田急のダイヤで，４階の窓からは玉川の鉄橋あたりから生田近くまで小田急の線路が見
えますが，８年間の在籍中，昼間窓からその線路を見た時に，何処にも電車が見えないことは一度もな
かったと記憶しています。鉄道マニアの友人日く，小田急の過密なダイヤを組めたら超一流，とのこと
でした。
この文章を書くに当たって，４０年ほど前のことが色々と懐かしく思い出されてきました。新しい心理
学科も，是非一度お訪ねしたいと思っています。心理学科の益々のご発展を祈念しております。
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